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平成 25 年３月期 第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想と実績値との差異 
及び通期（連結・個別）業績予想の修正並びに特別損失の計上（個別）に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 24 年 5 月 11 日に公表いたしました平成 25 年 3 月期第 2 四半期累計期
間（平成 24 年 4 月 1 日～平成 24 年 9 月 30 日）の業績予想との差異及び平成 25 年 3 月期通期（平成 24 年 4
月 1日～平成 25 年 3月 31 日）の業績予想を下記の通りといたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
1．業績予想と実績値との差異及び業績予想の修正 
平成 25 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（平成 24 年４月１日 ～ 平成 24 年 9月 30 日） 

                                          （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ２，３００ １０ ５ ５ ０．０７ 

実    績    値（B） １，９９０ △１６９ △１９３ △１９１ △２．６７ 

差       額（Ｂ－Ａ） △３１０ △１７９ △１９８ △１９６ ― 

差    額    率（％） △１３．５ ― ― ― ― 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 24 年 3 月期第 2四半期） 
２，１３６ △２１３ △１９８ △１０９ △１．５３ 

 
平成 25 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年 4月１日 ～ 平成 25 年 3月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ５，０００ １００ ９０ ８５ １．１８ 

今 回 修 正 予 想（B） ４，４００ △１４０ △１７０ △１７０ △２．３８ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △６００ △２４０ △２６０ △２５５ ― 

増    減    率（％） △１２．０ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年 3 月期） 
４，１４６ △４８７ △４８８ △４２４ △５．９３ 

   



平成 25 年３月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異（平成 24 年４月１日 ～ 平成 24 年 9月 30 日） 

                                         （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） １，０５０ ５ ０ ０ ０．００ 

実    績    値（B） １，０１３ △３４ △１０６ △１３１ △１．８３ 

差       額（Ｂ－Ａ） △３７ △３９ △１０６ △１３１ ― 

差    額   率（％） △３．５ ― ― ― ― 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 24 年 3 月期第 2四半期） 
１，０７９ △１２７ △８９ △６５ △０．９２ 

 
平成 25 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 24 年４月１日 ～ 平成 25 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） ２，２００ ３０ ２０ １５ ０．２１ 

今 回 修 正 予 想（B） ２，３００ △２５ △１００ △１３０ △１．８３ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） １００ △５５ △１２０ △１４５ ― 

増   減   率（％） ４．５ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年３月期） 
２，０２１ △２８８ △２６８ △５９６ △８．３１ 

 

第２四半期累計期間との差異及び通期業績予想の修正並びに特別損失計上の理由 

 当第２四半期累計期間の連結・個別の業績における売上高は、ＬＥＤ＆ＥＣＯ事業においては業界初のＬＥ

Ｄ表示機への入力（テキスト・絵文字の書き換え）がスマートフォンにて簡単にできる表示機の発売、更に省

電力高輝度タイプの普及型、また業界トップシェアを継続している屋外型デジタルサイネージも新モデルの

「ＢＲＩＤⅢ」を平成 24 年 7 月より発売したことにより業績を回復しました。 
新規事業部門は、チェーンストア向けの中型ＬＥＤ表示機は堅調でしたが、復興関連の官公需案件は受注が

大幅に遅れ、上半期の業績不振の一因となりました。 
また、ＳＡ機器事業では電子レジスター事業は、海外事業において欧州危機及び中国カントリーリスク等の

影響を受け、生産台数及び売上高とも大幅減少となりました。国内事業は、中小料飲食店向けは大幅減となっ

たものの、チェーンストア向け法人直需部門は増収となりました。 
一方、利益面では、連結では粗利額の減少と、たな卸資産評価損（約 37 百万円）を計上、海外販売代理店

に対する債権への貸倒引当金繰入額計上等があり営業損失となりました。経常損失及び四半期純損失につきま

してもその影響を受けました。個別では、売上高の減少による営業損失となり、経常損失は貸倒引当金繰入額

計上により損失、四半期純損失につきましては、関係会社に対する株式評価損（約 23 百万円）を特別損失と

して計上した結果、大幅な損失となりました。なお、下半期予測は国内ＬＥＤ関連の伸長を受け上半期に比べ

増収・増益を予想していますが、通期では上半期の損失が大きく下方修正となります。 

  

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

２．特別損失の計上 
個別で連結子会社の業績悪化に伴い関係会社株式評価損 23 百万円を特別損失として計上いたしました。 

 
以上 


